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蜂ひとつ飛べる明日のしづかなる光集めてつわぶきは咲く  安田章生 

おりたちて けさの寒さをおどろきぬつゆしとしとと柿の落葉深く 伊藤左千夫 

極月に入らんとしつつ夜の更けて鳴く雨蛙床に聞きをり  古市瑞枝 

 

 

今年のアメリカの秋は、４年に一度の大統領選挙の中間に行われる議会選挙、「中間選挙」に大きな注目

が集まりました。１１月２日の投票の結果、下院の過半数議席を共和党が占める結果となりました。上院は民

主党が議席を維持しましたが、共和党が議会で勢力を大きく持つことになり、オバマ民主党政権は、今後の政

策の実現に向けて、益々難しい状況となります。 

科学技術面では、研究者の政府高官への登用を積極的に行い、また教育面では、米国が国際競争力を維

持していくためにSTEM 分野への投資を重点的に行うことを表明しているオバマ政権の今後の動向は、大変

気になります。そういった政府の動きと、NSF、NIH といった政府ファンディング機関の動き、国立の研究機関

の状況については、今後も注視して行こうと思います。 

また、12 月に北海道大学名誉教授の鈴木章氏、米パデュー大学教授の根岸英一氏の２名の日本人がノー

ベル化学賞を受賞されたことは、米国内の科技関係者の間でも話題となりました。この両ノーベル賞受賞者は

日本の若手研究者が海外で研鑽を積むことの意義についても、大事だと声を大にして言われています。若手

研究者の海外での研鑽機会の充実化については、JSPS も大きくその役割を負っており、当オフィスでもこうい

った問題を多方面から議論する機会を設けて行きたいと考えています。 

この秋は、以下に報告するようなイベントに参加・実施して参りました。常夏のハワイで行われた日米高エネ

ルギー物理学のシンポジウム出席、紅葉の眩しいPrinceton で開催されたNSF Day 出席、寒風吹きすさぶシ

カゴ大学訪問等、体感温度のめまぐるしい神嘗月、霜降月、極月でした。 

 

 

日米高ｴﾈﾙｷﾞｰ物理学交流30周年ｼﾝﾎﾟ出席（１０月２０‐２１日） 

 

ハワイ島で開催された、日米高エネルギー物理学交流３０周年記念のシンポ

ジウムに菅原JSPS ワシントンセンター長、金子副センター長が出席した。 

本シンポジウムは、１９７９年に締結された日米科学技術協力協定に基づき、

高エネルギー物理学分野での日米協力事業が開始されてから３０周年となった

ことを記念して、文科省と米エネルギー省の後援により、高エネルギー物理学日

米科学技術協力事業合同委員会主催で開催されたものである。本事業には、

JSPS も長年経費支援を行っている。ハワイは日本と米国本土の地理上の中間

地点であること、またハワイ大学が本事業の中心的役割を果たして来た機関の

一つという理由から、今回の開催地となったとのことである。 

会議は、元 KEK 機構長西川哲治氏、米スタンフォードSLAC 所長 Panofsky 氏

など日米のリーダーによる草創期の交流の紹介に始まる３０年間の日米交流の

歴史の紹介や、KEK、米ブルックヘブン国立研究所BNL、SLAC、フェルミラボと



秋の日差しが美しいプリンストン大学構内 

いった研究施設での日米共同研究による実験や関連開発研究の成果、今後の研究トピックや実験プランの展

望について、KEK 鈴木厚人機構長、東大村山斉教授、米エネルギー省 Dr. Wallenmeyer、Dr. Hildebrand、

SLAC 所長 Dr. Drell や、BNL 所長 Dr. Aronson といった錚々たるメンバーによるプレゼンや議論が行われた。 

 

会議では日米の大型実験施設を共同利用して日米の理論、実

験の研究者達が交流を図ったこと、時には激しい競争も行っこと、

そういった交流や競走からこの分野の発展が遂げられて行ったこ

とが各参加者のプレゼンで、改めて確認された。 

また、本シンポジウムでは、日米の高エネルギー物理学分野で

の錚々たるメンバーが、実に打ち解けあって議論を深めている姿に、

この３０年間、本分野での日米の研究交流が成功裡に実施されて

来た歴史が伺えた。 

 

 

 

Princeton出張(Princeton University 訪問、NSF Day出席) （１１月３日） 

 
プリンストン大学で開催された、米国国立科学財団NSF が開催する会

議“NSF Day”に金子副センター長、大村国際協力員、伊藤国際協力員

が出席した。 

“NSF Day”は、NSF が年に数回、米国内の地方の大学に出向いて開

催し、NSF の組織紹介やグラント審査の仕組み、各部門の事業、応募の

手続きについて１日かけて紹介し、NSF 事業への研究者の理解を深める

ための会議である。開催大学の所属研究者だけでなく、近隣の研究機関

の研究者やスタッフはじめ、NSF に登録すれば誰でも参加が可能であ

る。 

午前中は NSF の組織、審査の仕組み、Office of International Science and Engineering (OISE)の国際交流

事業についてのプレゼンテーションと質疑応答があった後、午後は生物学、コンピュータ及び情報科学、教育

及び人材、工学、地球科学、数学及び物理学、社会・行動科学及び経済学といった、NSF の部門毎に部屋を

分かれて、各部門代表者による事業内容や申請・審査方法の説明と質疑応答があった。 

JSPS では科研費の説明会を年に数十回行っているが、JSPS の組織や特別研究員・科研費・国際交流事

業等、全ての事業をJSPS の紹介と併せて行うような会議を地方の研究機関に対して開催してみても良いか

もしれない。当オフィスでも、JSPS や各事業のプロモーションは、今後も積極的に実施して行きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NSF DAY のもよう 大学構内を、建物を探して歩く大村国際協力員

(左)、伊藤国際協力員(右) 

1970 年代の日本の物理学についてプレゼンする菅

原 JSPS ワシントン事務所長 



パネルディスカッションのもよう。司会は AAAS の

Dr. Neureiter 

パネルディスカッションのもよう。司会は AAAS の

Dr. Neureiter 

JSPS-AAASシンポジウム 

“Science and Nuclear Disarmament-Progress and Challenges”開催（１１月８日） 
 

１１月８日、JSPS ワシントン研究連絡センターは全米科学振興

協会（AAAS）との共催によるシンポジウム「Science and Nuclear 

Disarmament –Progress and Challenges-」をDC 市内の AAAS 講堂

で開催した。 

米国では、安全保障に関する研究が学問として確立されている

ことから、今回は「科学と核廃絶」といったテーマでのシンポジウム

を開催した。日米の物理学者、外交官経験者、ノーベル賞受賞者、

及び宗教学者といった多彩な顔ぶれによる講演となった。 

オープニングは”Nuclear Disarmament”をテーマに、JSPS ワシン

トンセンター菅原所長のwelcome address に始まり、基調講演では

米国国務省の軍備規制、査察及びコンプライアンス局次官補Rose 

Gottemoeller氏を迎え、新STARTの批准への手続きやアジアの北朝鮮を囲む６カ国協議について等スピーチ

があった。 

午前のセッションではパグウォッシュ会議のカウンシルメンバー経

験者である物理学者、慶応大学名誉教授の小沼通二氏、ノーベル経

済学賞受賞者の Thomas Shelling 氏、元カナダ、パキスタン日本国大

使の沼田貞昭氏らによる講演とパネルディスカッションがあった。 

午後は広島大学教授で比較宗教学者の町田宗鳳氏、全米科学ア

カデミーの国際安全・軍備コントロール委員のRichard Garwin 氏、元

IAEA 米国大使の Ken Brill 氏、元国連事務次長（軍縮担当）で、スイス

兼リヒテンシュタイン日本国大使を務められた、日本国際問題研究所

軍縮・不拡散促進センター所長の阿部信泰氏などの顔ぶれで、講演

とパネルディスカッションを行った。 

午前、午後のセッション共、様々な視点からの核廃絶に関する講演と、座談会形式による観衆との質疑応

答では、活発な議論が行われた。 

なお、会議終盤の座談会の司会は平成22 年度旭日重光章を受章した元米国国務省科学補佐官で現在

AAAS の Center for Science, Technology & Security Policy の Senior Advisor であるNorman Neureiter 氏が

務め、シンポジウム閉会時にはJSPS 東京本部の田渕エルガ国際事業部参事が JSPS を代表してNeureiter

氏の受章に祝意を表す機会にも恵まれた。 

シンポジウム終了後は同会場でレセプションを開催し、引き続き講演者と観衆を交えた議論が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AAAS の co-organizer の方々と。右から Dr. 

Neureiter, Dr. Corden.一番左が菅原所長 

旭日重光章を受章した Dr.Neureiter(左)を祝福す

る JSPS 田渕国際事業部参事 

司会進行を行う金子副センター長 



左から金子副ｾﾝﾀｰ長、菅原所長夫人、南部先生、

菅原所長、Thet WIN 

 

ｾﾐﾅｰ参加者。最前列一番右が金子副センター長 

 

シカゴ出張(Purdue大学根岸教授ﾉｰﾍﾞﾙ賞受賞祝賀会出席、 

シカゴ大学名誉教授南部先生訪問等)（１１月１２～１３日） 

 
１１月１２日に、シカゴにてシカゴ日本総領事主催のPurdue大学根岸英一教授の ２０１０年ノーベル化学賞

受賞祝賀会が開催され、菅原ワシントン所長夫妻が２００８年のノーベル物理学賞受賞者、シカゴ大学名誉教

授の南部陽一郎先生と共に出席した。南部先生は、菅原所長の直接の恩師に当たる。 

 祝賀会には、根岸教授のご家族や大学関係者、インディアナやシカゴを中心とした日米関係者約５０名が出

席し、根岸教授のノーベル化学賞受賞を祝った。 

 根岸先生も、南部先生も現在は米国に研究拠点を置いている。根岸先生は、今回の受賞直後に日本人研

究者の内向き志向に「若者は海外に出よ」と警鐘を鳴らしたことが話題になったが、今回の総領事の祝賀スピ

ーチでは、このような日本人研究者の快挙をきっかけに留学生の減少に歯

止めがかかることを期待したい旨、言及があった。 

 

 金子副センター長と現地スタッフのThet WINはシカゴ在住のJSPS事業経

験者同窓会会長のBlanc Kacouris氏と３月に開催予定の同窓会シンポジウ

ム及び年次総会の準備にかかる打合せを行った。 

  

翌１３日は、JSPSワシントンオフィスのスタッフは犬塚日本大使館科学参

事官とシカゴ大学を訪問し、南部先生と日米の研究交流について意見交換

した。 

 

 

 

 

金子副所長“2010 AAAS Leadership Seminar in S&T Policy”参加（１１月１５－１９日） 
 

２０１０年１１月１５-１９日にかけて開催された全米科学振興協会AAAS 主催した”Leadership Seminar”に、

金子副センター長が参加した。 

AAAS が博士号を取得した研究者を米国議会や各省庁、NSF などの政府機関に２年間派遣し、米国政府と

ネットワークを構築し、政府の科学技術政策にも熟知した研究者を養成する“AAAS Science & Technology 

Policy Fellowship”というシステムがある。このFellowship で AAAS は毎年

160-180 名の研究者を政府機関に送りこんでいるが、研修の開始には政

府の科学技術政策の概要や研究者の議会との協力関係にいてエキスパ

ートから講義を受ける２週間の研修制度がある。 

今回参加した”AAAS Leadership Seminar”は、この２週間の研修の凝縮

版として３０名ほどの米国内外の科学技術関係者を対象に１週間かけて行

うもので、米政府科学技術政策室 OSTP の機能、米国政府関係機関の予

算の仕組み、気候変動や幹細胞研究への米政府の政策、大学のロビー活

動について等、講義を受けた。 

  

 

 

 

 

 

 



―米国科学技術情報― 
 

●米国留学生統計「The Open Doors 2010」について 

 

11 月 15 日、国際教育研究所（Institute of International Education）が発行した"The Open Doors 2010"の主

な統計結果は次のとおり。 

 米国への留学生数は前年比 3%増の 69 万 0923 人。うち、中国からの留学生数は前年比30%増の約 12 万

8000 人。これは留学生全体の約 18%を占める。インドからの留学生数は前年比2%増の約 10 万 5000 人。留学

生全体の約 15%を占める。留学生送り出しの多い国トップ3 は、中国、インド、韓国であり、この3 国で留学生

全体の 44%を占める。次いで、カナダ、台湾、日本はそれぞれ全体の4%のシェアを占める。 

 また、特筆すべき減少数として、日本からの留学生は一昨年より14%減少した昨年よりさらに15%減少してお

り、現在は留学生送り出しの多い国の6 位にランキングされている。サウジアラビアが前年比25%増と大きく数

字を伸ばしている背景には、政府が留学生を支援する奨学金を新たに設置したことによるものとみられる。 

 

【米国への留学生送り出し国トップ10】 

No. 国名 人数 前年比 

1 中国 127,628  30%増 

2 インド 104,897  2%増 

3 韓国 72,153  4%減 

4 カナダ 28,145  5%減 

5 台湾 26,685  5%減 

6 日本 24,842  15%減 

7 サウジアラビア 15,810  25%増 

8 メキシコ 13,450  9%減 

9 ベトナム 13,112  2%増 

10 トルコ 12,397  2%増 

 

【留学生受け入れ数の多い大学トップ10】 

No. 大学名 人数 

1 南カリフォルニア大学 7,987  

2 イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校 7,287  

3 ニューヨーク大学 7,276  

4 パデュー大学 6,903  

5 コロンビア大学 6,833  

6 ミシガン大学アン・アーバー校 6,095  

7 カリフォルニア大学ロサンゼルス校 5,685  

8 ミシガン州立大学 5,358  

9 テキサス大学オースティン校 5,265  

10 ボストン大学 5,172  

 

 

【留学生受け入れ数の多い州トップ10】 

No. 州名 人数 

1 カリフォルニア州 94,279  

2 ニューヨーク州 76,146  

3 テキサス州 58,934  

4 マサチューセッツ州 35,313  



5 イリノイ州 31,093  

6 フロリダ州 29,708  

7 ペンシルヴェニア州 28,097  

8 ミシガン州 24,214  

9 オハイオ州 22,370  

10 インディアナ州 18,569  

 

参考： 

国際教育研究所ウェブサイト 

http://www.iie.org/en/Research-and-Publications/Open-Doors/Open-Doors-Fast-Facts-2010 

 

 

●米国国立保健研究所(NIH)研究所の NIDA とNIAAA の統合・改編について 

 

NIH では、現在、NIH を構成する２７の研究所の内、国立薬物乱用研究所(National Institute on Drug Abuse, 

NIDA)と国立アルコール乱用依存症研究所(National Institute on Alcohol Abuse and Alcoholism, NIAAA)の統

合が検討されている。 

 

１． これまでの経緯 

・2 つの研究所の統合の可能性は、2003 年に National Academies Panel より上がっていた。 

・NIH 内の 27 の各研究所は独立性が強く、一元的に統括するのは難しい状況だったが、米議会が2006 年

にNIH に対してScientific Management Review Board(SMRB)を設立し、各研究所の体制が横断的に見られ

るようになったことから、2 つの研究所の統合論が具体化となる。 

・2009 年 4 月の SMRB の提言に基づき、NIH におけるSubstance Use, Abuse, and Addiction の研究につい

てのワーキンググループ(SUAA Working Group)が設置される。 

・2010 年 9 月に SMRB は「NIDA とNIAAA の統合か、NIH を横断するAddiction Research のコーディネー

ト機能の構築が必要」とのSUAA Working Group からの提言を認め、SMRB メンバーの投票において12 対

3 で統合が相応しいとの結果となった。 

 

２．統合・改編の主な内容 

  国立薬物乱用研究所(National Institute on Drug Abuse, NIDA)と国立アルコール乱用依存症研究所

(National Institute on Alcohol Abuse and Alcoholism, NIAAA)を統合。 

他の研究所でも、国立がん研究所のタバコ依存のプログラムなど、類似した研究を吸収する。 

  また、NIDA とNIAAA の両機関でも、依存症の研究から遠いものは、別の研究所に移す構想がある。 

 

３．問題点 

NIAAA の予算は＄462mil、NIDA は＄1.06bil で規模に差があるが、NIAAA の方が研究費の採択率が高

い状態になっている。一度統合となるとNIAAA は NIDA に吸収され、NIAAA で行っていたResearch 

Alcoholism-Related Liver Disease などは縮小化されるのではないかといった懸念の声が上がっている。 

また、薬物依存とアルコール依存を同様に扱う考え方は、双方の研究への不理解へとつながり危険だと

の意見も出ている。 

 

４．今後の予定 

この組織改編の詳細な計画は、2011 年の夏に発表となる。 

 

＜参考＞ 

Science Insider 記事“NIH Director Favors Merging Addiction Institutes” (2010 年 11 月 18 日付) 

http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/11/nih-director-favors-merging-addi.html 

http://www.iie.org/en/Research-and-Publications/Open-Doors/Open-Doors-Fast-Facts-2010
http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/11/nih-director-favors-merging-addi.html


 

NIH 所長による“Institute for Substance Use, Abuse, and Addiction Research”創設のステイトメント(2010 年 11

月 18 日付) 

http://www.nih.gov/news/health/nov2010/od-18.htm 

 

Scientific Management Review Board について(NIH ウェブサイトより) 

http://smrb.od.nih.gov/announcements.asp# 

 

Scientific Management Review Board によるレポート“Report on Substance Use, Abuse, and Addiction 

Research at NIH” (2010 年 11 月) 

http://smrb.od.nih.gov/announcements/SUAA-Report-Final-Nov15.pdf 

 

Scientific Management Review Board によるレポート“Report on Deliberating Organizational Change and 

Effectiveness” (2010 年 11 月) 

http://smrb.od.nih.gov/announcements/DOCE-Report-Final-Nov15.pdf 

 

 

●米国国立保健研究所(NIH)での Translational Research に関する新センターの設立について 

 

 NIH では、現在Translational Research のための新しい研究所の設立が検討されている。 

 

１．Translational Research について 

  Translational Researchとは、医学分野において、基礎研究によって生まれた発見、成果を臨床での治療の

ための応用分野に変換（翻訳）するためのbench-to-bedside approach の研究を指す。 

2006 年に Clinical and Translational Science Awards, CTSAs が創設されるなど、NIH では新しい治療法

の開拓を強化する動きがある。 

 

２．これまでの経緯 

 ・2010 年 11 月に NIH の Scientific Management Review Board(SMRB) Working Group より、Translational 

Research への NIH 全体での機能強化のためのCenter 設立が提案される。 

 ・この提案を元に、NIH Francis Collins 所長が Translational Research に関する研究所設立を検討。 

 ・2010 年 12 月 7 日の NIH の SMRB 会議にて、12 対 1 で新しくTranslational Research のための Center を

設立すべきとの判断がなされた。 

 

３．統合の主な内容 

以下のプログラムが新しいセンターにて実施される予定： 

 ・NIH の国立研究資源センター(National Center for Research Resources, NCRR)で実施されていた Clinical 

and Translational Science Awards, CTSAs (＄490mil.) 

   （2006 年度に創設された事業。＄1.2 bil. である NCRR の予算の 40％を占める。） 

 ・Molecular Libraries Screening Program(＄113mil.) 

  ・Therapeutics for Rare and Neglected Diseases(＄25mil.) 

  ・Cures Acceleration Network 

  ・Drug Development Program (Health Care Reform Bill で設置されたプログラム。まだ実際にはファンドは行

われていない) 

 

４．問題点 

  NCRR で実施していたプログラムの内、CTSAs といった大きな事業が新センターに移行し、もしNCRR が解

体される判断となった場合には、NCRR で実施されたいたそれ以外の事業が縮小化され、関連していた他

の研究所の研究が少なからぬ影響を受けてしまう。この問題への検討が不十分との声がある。 

http://www.nih.gov/news/health/nov2010/od-18.htm
http://smrb.od.nih.gov/announcements.asp
http://smrb.od.nih.gov/announcements/SUAA-Report-Final-Nov15.pdf
http://smrb.od.nih.gov/announcements/DOCE-Report-Final-Nov15.pdf


  

５．今後の予定 

  Translational Research のための新 Center は、１年以内に設立される予定。 

NCRR で現在実施されている全事業の今後の方向性については、３か月以内にNIH 内のワーキンググ

ループによる検討結果を発表する。 

 

Translational Research の定義（NIH ウェブサイトより） 

http://nihroadmap.nih.gov/clinicalresearch/overview-translational.asp 

 

Science Insider 記事“NIH Considering New Translational Medicine Institute” (2010 年 12 月 2 日付) 

http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/nih-considering-new-translational.html 

Science Insider 記事“Creating One NIH Center Might Entail Dissolving Another” (2010 年 12 月 3 日付) 

http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/creating-one-nih-center-might.html 

Science Insider 記事“NIH to Create Translational Science Center” (2010 年 12 月 7 日付) 

http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/nih-to-create-translational-science.html?rss=1 

12 月 7 日(火)開催 Scientific Management Review Board 議事： 

http://smrb.od.nih.gov/dec/DRAFTAGENDADecember72010SMRB.pdf 

 

 

（オフィス活動記録） 

 【１０月】 

9月30日 

-10月3日 

TEXAS出張(Rice University, Texas Medical Science Center訪問)（菅原、金子、谷垣） 

5日 JAMSTEC 研修生 内堀智子氏来会 JSPS事業紹介 

在米科学関係法人連絡会出席（菅原、金子） 

15日 JETRO NY奥谷氏来会 

NIH金曜会出席（金子、谷垣） 

16‐26日 

 

菅 原 所 長 LA(UCLA 訪 問 ),Hawaii( 日 米 高 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 物 理 学 交 流30 周 年 ｼ ﾝ ﾎ ﾟ 出 席), 

Bancouver(TIUMF訪問)出張(一部金子副所長同行) 

19‐22日 国立天文台 家正則先生来華 

24‐27 日 SFセンターアドバイザー 山本剛氏来華 

27 日 NSF Dr. Woods往訪@NSF（山本SFｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、金子、Thet、大村、谷垣、伊藤） 

28 日 日立AAASレクチャー出席@AAAS(大村、伊藤) 

29 日 NIH武部先生来訪 JSPS事業紹介 

 

 

【１１月】 

1日 ASIA S&T勉強会 @議会図書館 

2-3日 Princeton出張(Princeton University 訪問、NSF Day出席)（金子、大村、伊藤） 

4日 SAKURA S&T打合せ@日立DCオフィス 

4日 Japan Exchange and Teaching (JET)Program 採用者を囲む会出席@旧日本大使公

邸（菅原、Thet、大村、谷垣、伊藤） 

5日 NIH金曜会出席(谷垣、伊藤) 

http://nihroadmap.nih.gov/clinicalresearch/overview-translational.asp
http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/nih-considering-new-translational.html
http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/creating-one-nih-center-might.html
http://news.sciencemag.org/scienceinsider/2010/12/nih-to-create-translational-science.html?rss=1
http://smrb.od.nih.gov/dec/DRAFTAGENDADecember72010SMRB.pdf


7-10日 国立女性教育会館久保真季理事来華 

8日 AAAS-JSPSシンポジウム“Science and Nuclear Disarmament-Progress and Challenges”

開催 @AAAS 

9日 日本大学代表団来会、大学の研究費管理に関する情報交換 

10日 在米科学関係法人連絡会出席（菅原、金子） 

11-12日 シカゴ出張(Purdue大学根岸教授ﾉｰﾍﾞﾙ賞受賞祝賀会出席、シカゴ大学名誉教授南部先

生訪問等)（菅原、金子、Thet） 

15-19日 金子副所長“2010 AAAS Leadership Seminar in S&T Policy”出席 

22日 Washington Innovation Network(WIN)レクチャー@JSPS/JST会議室 

22日 日米研究ｲﾝｽﾃｨﾃﾕｰﾄ USJI Meeting”アメリカ通商政策をめぐる政治経済学的分析

”@JSPS/JST会議室 

24日 Johns Hopkins University 中西氏来会 JSPS事業紹介 

 

【１２月】 

1‐3日 University Start UP Conference参加 @Convention Center（大村、伊藤） 

5-8日 Stanford大学出張（菅原所長、Thet） 

7日 日米研究ｲﾝｽﾃｨﾃﾕｰﾄ USJI Meeting “APEC and Japan: Structural Changes and 

Implications for the US-Japan Relations” @JSPS/JST 会議室 

8日 ASIA S&T 勉強会 @議会図書館 （金子） 

9日 前川香織里オランダ議会図書館研究員 来訪 

13日 Washington Innovation Network(WIN) AAAS Dr. Norman Neureiter 科学技術外交に関する

レクチャー出席@旧日本大使公邸（菅原、金子、Thet、大村、谷垣、伊藤） 

14日 SAKURA S&T打合せ @JSPS/JST会議室 

15日 在米科学関係法人連絡会出席（菅原、金子） 

16日 USJI Meeting “Japanese New Education Cooperation Policy for MDGs and EFA”

出席@JSPS/JST 会議室 

12月18日 

-1月8日 

菅原所長UCLA、日本(JSPS、KEK、RIKEN)、SF出張(JUNBA出席) 

12月21日 Washington Coreとの打合せ（金子、谷垣） 

（文責：金子 郁代） 

 

 


